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新しい一人の人   

 

はじめに 

 

（新改訳 2017）マタイの福音書 16 章 18 節 

16:18…わたしはこの岩の上に、わたしの教会を建てます。… 

 

聖書が言っている「わたし（イェシュア）の教会」とは、なんでしょうか。 

 

（新改訳 2017）エペソ人への手紙 2 章 15 節 

2:15 …キリストは、この二つをご自分において新しい一人の人に造り上げて… 

 

千年王国は、ユダヤ人と異邦人、兄弟たちがともに住み、（詩篇 133:1、使徒 15:23）一つに

なって主に仕えるようになることが記されています。（ゼパニヤ 3:9）ユダヤ人と異邦人が一

つにされたイェシュアの教会は、ユダヤ人と異邦人が一つになっている千年王国を指し示

す型とされているのではないか、と考えました。 

 

そこで今回は、初代教会からはじまり、千年王国でもそうである、新しい一人の人とは、ど

のような人なのか、「一人の人、とは」「新しい、とは」「新しい一人の人がイェシュアを愛

する、とは」という項目に分けて、考えてみたいと思います。 

 

 

1. 「一人の人」とは 

 

εἷς （へイス）＋ἄνθρωπος （アンスローポス）から訳された、一人の人、אִישׁ־אֶחָד（イ

ーシュ・エハード）から、考えてみます。 

 

ダビデの息子アブサロムは王位を奪うために（2 サムエル 19:10）民の心を盗みました。（2

サムエル 15:6）ダビデはエルサレムを追われ、逃亡の身となりました。アブサロムは陣を敷

き（2 サムエル 17:26）ダビデの兵たちは戦場へ行き（2 サムエル 18:6）アブサロムはその戦

いで打ち殺されました。（２サムエル 18:15）イスラエルの民が、ダビデ王を連れ戻そうとす

る声がユダに届き、ダビデ王は人を遣わして、ユダの長老たちに「私の兄弟、私の骨肉」と

言い、「どうして王を導きかえる最後の者となるのですか。」（2 サムエル 19:12）と言ったと

きに、ユダの人々に起きたことが、次のことです。 
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（回復訳） 2 サムエル記 19 章 14 節 

19:14 こうして彼（ダビデ）はユダのすべての人の心を一人の人אִישׁ־אֶחָדのように向けさ

せたので、彼らは王（ダビデ）に言葉を送って、「あなたも、あなたのすべてのしもべたち

も帰ってきてくださいשׁוּב」と言った。 

 

ダビデは、ユダのすべての人の心を一人の人のように向けさせ、ダビデ王に、帰ってきてく

ださい、と願うようにしました。イェシュアは全地の王となられます。（ゼカリヤ 14:9、ル

カ 1:32）そして、イスラエルの残りの者は、子とする御霊によって主であるイェシュアを(ロ

ーマ 10:13、ヨエル 2:32)、私たちの父と呼び、（イザヤ 63:16、ローマ 8:15）、イェシュアに帰

ってきてほしいと願うようになります。 

 

（新改訳 2017）イザヤ書 63 章 17 節 

63:17 …あなた（主）のしもべたち、あなたのゆずりの地の部族のために、どうかお帰りく

ださい שׁוּב。 

 

イスラエルの残りの者が、王であるイェシュアに帰ってきてほしいと願う理由は、なんでし

ょうか。 

 

（新改訳 2017）ゼカリヤ書 8 章 3、8 節 

8:3 ──主はこう言われる──わたしはシオンに帰りשׁוּב、エルサレムのただ中に住むשָׁכַן。… 

8:8 彼ら（民の残りの者（8:6））を連れ帰り、エルサレムのただ中に住まわせるשָׁכַן。… 

 

民の残りの者がイェシュアに帰ってきてほしいと願う理由は、主と住むことを願うためで

あると、考えることができます。なぜ、ともに住むことを願うのでしょうか。 

 

（新改訳 2017） 詩篇 27 篇 4 節 

27:4 一つのことを私は主に願った。 それを私は求めているׁבָקַש。 私のいのちの日の限

り 主の家בַיִתに住むことを。 שָׁכַן）יָשַׁבと同義（イザヤ 18：3）） 主の麗しさに目を注

ぎ その宮で思いを巡らすために。 

 

千年王国では、主が永遠に住む場所は神殿בַיִת（バイト）であると言われています。（エゼ

キエル 43:6－7）詩篇 27 篇 4 節の話者は、主の家בַיִת（バイト）にともに住むことを願い、

求めました。それは、主の麗しさに目を注ぎ、その宮で思いを巡らすためです。 

 

以上のことから、新しい一人の人とは、王であるイェシュアによって一人の人のように心を

向けられて、王であるイェシュアの帰りを願い、再臨を待ち望み、イェシュアとともに住み
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たいと願い、主の麗しさに目を注ぎ、主を思い巡らす人であることが分かります。 

 

 

2. 「新しい」とは 

 

「新しい一人の人」の καινός （カイノス）から訳された、新しい、ׁחָדָש（ハーダーシュ）

とは何か、見てみます。 

 

① 新しい一人の人とは、キリストの中にあり、新創造された人 

 

（回復訳）コリント人への手紙第二 5 章 17 節 

5:17 ですから、だれでもキリストの中にあるなら、 

その人は新創造です。καινός＋κτίσις・רִיאָה חֲדָשָׁה  בְּ

 

新創造された人は、イェシュアの中にある人です。キリストの中にある、とは、助け主であ

り真理の御霊である聖霊が吹き入れられることによって、イェシュアが御父のうちに、イェ

シュアを信じる者たちがイェシュアのうちに、イェシュアがイェシュアを信じる者たちの

うちにいることを指し示していると、考えられます。（ヨハネ 14:16－20、20:22）また、「キ

リストの中にある…新創造 κτίζω ・בָרָא」と、エペソ 2:15 の「新しい一人の人に造り上げ

て κτίζω ・בָרָא」は、ギリシャ語もヘブル語訳も共に一致しているため、「新しい一人の人」

とは、イェシュアの中にある人だと、考えることができます。 

 

② 新しい一人の人とは、新しい契約に与かり、律法が心に書き記された人 

 

（新改訳 2017）ルカの福音書 22 章 20 節 

22:20 食事の後、杯も同じようにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、

わたしの血による、新しい καινός・חֲדָשָׁה契約です。 

 

（新改訳 2017）エレミヤ書 31 章 31、33 節 

31:31 見よ、その時代が来る──主のことば──。そのとき、わたしはイスラエルの家およびユ

ダの家と、新しい חֲדָשָׁה・καινός契約を結ぶ。 

31:33 これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである──主のことば

──。わたしは、わたしの律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。わたしは

彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。 

 

イスラエルの家およびユダの家（すなわち、イスラエルの残りの者（エレミヤ 31:7））と、
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新しい契約が結ばれると、彼らの心に主の律法が書き記されると言われています。心に書き

記されるのは、生ける神の御霊によります。(2 コリント 3:3)「律法の中でどの戒めが一番重

要ですか。」と律法の専門家に問われたイェシュアは、律法と預言者の全体がかかっている

二つの戒めを語られました。一つ目は、あなたの神、主を愛すようになること。二つ目は、

隣人を自分自身のように愛するようになることです。（マタイ 22:35－40）律法の専門家はそ

のあとすぐに、「私の隣人とはだれですか」と尋ねました。（ルカ 10:29）イェシュアはここ

で、良きサマリア人のたとえを話されます。 

 

（新改訳 2017）ルカの福音書 10 章 30－37 節 

10:30 イエスは答えられた。「ある人が、エルサレムからエリコへ下って行ったが、強盗に襲

われた。… 

10:31 …祭司が一人、その道を下って来たが、彼を見ると反対側を通り過ぎて行った。 

10:32 …レビ人も、…反対側を通り過ぎて行った。 

10:33 ところが、旅をしていた一人のサマリア人は、その人のところに来ると、見てかわい

そうに思った。 

10:34 そして近寄って…介抱した。 

10:36 この三人の中でだれが、強盗に襲われた人の隣人になったと思いますか。」 

10:37 彼は言った。「その人にあわれみ深い行いをした人です。」するとイエスは言われた。

「あなたも行って、同じようにしなさい。」 

 

サマリア人は強盗に襲われた人を見て、「かわいそうに思った」とあります。この原語は

σπλαγχνίζομαι （スプランクニゾマイ）で、神が人をあわれむ文脈で使用されている語彙

です。したがって、強盗に襲われた人を介抱したサマリア人は、神であり人である（ヨハネ

1:1，14）イェシュアであると考えることができます。律法の専門家は、「私の隣人とはだれ

ですか」とイェシュアに尋ねました。そのため、イェシュアが言われた、「あなたも行って、

同じようにしなさい」とは、強盗に襲われたあなた（律法の専門家）を介抱した、イェシュ

アを隣人としなさいということだと、考えることができます。したがって、新しい一人の人

とは、新しい契約が結ばれ、生ける神の御霊により、心に律法が書き記され、神と隣人を愛

するようになる人、すなわち、イェシュアを愛するようになる人、であると考えることがで

きます。神であり、隣人であるイェシュアを愛するようになる原理は、以下の御言葉にも記

されています。 

 

（新改訳 2017）申命記 30 章 6 節 

30:6 あなたの神、主は、あなたの心と、あなたの子孫の心に割礼を施しמוּל、あなたが心を

尽くし、いのちを尽くして、あなたの神、主を愛し、そうしてあなたが生きるようにされる。 

（新改訳 2017）ローマ人への手紙 2 章 29 節 
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2:29…御霊による心の割礼מִילָהこそ割礼…です。… 

 

上記の御言葉からも、新しい契約が結ばれた、新しい一人の人は、御霊による心の割礼によ

って、イェシュアを愛するようになることが分かります。イェシュアによって新創造された

新しい一人の人が、イェシュアを愛するとは、どういうことでしょうか。 

 

 

3. 新しい一人の人がイェシュアを愛する、とは 

 

マタイ 22:37 の「愛しなさい（愛するようになる）」の原語は ἀγαπάω（アガパオ―）、ヘブ

ル語で אָהַב （アーハヴ）です。 

 

① 新しい一人の人が、みことばによって、イェシュアを愛する 

 

（新改訳 2017）詩篇 119 篇 140 節  

119:140 あなたのみことばはרָה λόγιον（λόγος と関連語） よく錬られていて あな・אִמְּ

たのしもべはそれを愛しています אָהַב。 

 

「あなたのみことば」、とは、聖書に書かれている、みことばであると、以下に記されてい

ます。 

 

（新改訳 2017）使徒の働き 17 章 11 節 

17:11 この町のユダヤ人は…非常に熱心にみことば λόγος・דָבָרを受け入れ、はたしてその

とおりかどうか、毎日聖書を調べた。 

 

聖書は、イェシュアについて証ししているものです。μαρτυρέω・עוּד（ヨハネ 5:39）詩篇

119 篇の話者は、「あなたの証しעֵדָה（語源；עוּד）・μαρτυρίαを愛しますאָהַב 」とも言っ

ています。（詩篇 119:119） 

 

以上のことから、新しい一人の人がイェシュアを愛する、とは、イェシュアについて証して

いる聖書のみことばを愛するようになることであると考えることができます。 

 

 

② 新しい一人の人がイェシュアを求めて愛する 

 

（私訳）雅歌 3 章 1－2 節 
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3:1 毎晩、床の上で、私は求めたׁבָקַש。私のたましいの愛するところの אָהַב、彼を私は求

めたׁבָקַש。しかし、私は彼を見つけられなかった。 

3:2 さあ、私は起きよう。私は町の中、通りの中、広場の中を巡った。私は求めつづけたׁבָקַש。
私のたましいの愛するところのאָהַב、彼を私は求めたׁבָקַש。しかし、私は彼を見つけられ

なかった。 

 

雅歌における花嫁は、彼女のたましいの愛するところの彼を求めました。求めた、と訳され

ている語彙はׁבָקַש（バーカシュ）です。強意能動態なので、「甚だしく求める」という意味

があります。この語彙の初出個所から、愛するところの彼を求める、の意味を考えてみます。 

 

（回復訳）創世記 31 章 39 節 

31:39 獣に裂かれたものは、あなた（ラバン）の所に持って行かないで、わたし（ヤコブ）

が自分でその損失を償いましたחָטָא。昼盗まれたものも、夜盗まれたものも、あなたはわ

たしの手からそれを求められましたׁבָקַש。 

 

ラバンはヤコブの手から損失を償わせ、それを求めたことが記されています。ここでの

も強意能動態で、ラバンはヤコブから損失の償いを、甚だしく求めた（バーカシュ）בָקַשׁ

ことがうかがえます。「損失を償いました」の原語はחָטָא（ハーター）で、罪を犯す、罪の

ためのいけにえをささげる、という意味があります。神は、罪の代価を必ず求めることが記

されています。罪の報酬は死です。（ローマ 6:23）キリストは、罪のために一つのいけにえ

を献げ、罪のために死なれ、選ばれた者は代価を払って買い取られました。（へブル 10:12、

1 コリント 15:3、1 コリント 6:20）黙示録 20:14－15 には、「…火の池が、第二の死である。

いのちの書に記されていない者はみな、火の池に投げ込まれた。」とあり、神が制定された

秩序において、人の罪の報酬である死の代価は、キリストの死によって支払われるか、自ら

の死によって支払われるものであり、必ず支払われるもの、必ず求めらることが分かります。

したがって、ׁבָקַש（バーカシュ）とは、必ず、甚だしく求める、という意味が込められて

いるのではないか、と考えました。それを踏まえて、もう一度、雅歌の御言葉を見てみます。 

 

（私訳）雅歌 3 章 1－2 節 

3:1 毎晩、床の上で、私は必ず、甚だしく求めたׁבָקַש。私のたましいの愛するところのאָהַב、

彼を私は必ず、甚だしく求めたׁבָקַש。しかし、私は彼を見つけられなかった。 

3:2 さあ、私は起きよう。私は町の中、通りの中、広場の中を巡った。私は必ず甚だしく求

めつづけたׁבָקַש。私のたましいの愛するところのאָהַב、彼を私は必ず、甚だしく求めた

 。しかし、私は彼を見つけられなかった。בָקַשׁ

 

、が、必ず甚だしく求める、という意味が込められていると考えるなら（バーカシュ）בָקַשׁ
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「愛するところの（彼を）必ず甚だしく求める」と、読むことができます。 

 

以上のことから、新しい一人の人がイェシュアを愛する、とは、イェシュアを必ず甚だしく

求めるようになることであると、考えることができます。 

 

 

③ 新しい一人の人が込み上げるものを伴って、イェシュアを愛する 

 

（新改訳 2017）ホセア書 11 章 1、8 節 

11:1 「イスラエルが幼いころ、わたしは彼を愛しאָהַב、エジプトからわたしの子を呼び出

した。 

11:8 エフライムよ。わたしはどうしてあなたを引き渡すことができるだろうか。イスラエ

ルよ。どうしてあなたを見捨てることができるだろうか。…わたしの心はわたしのうちで沸

き返り、わたしはあわれみで胸が熱くなっている。 

 

主はイスラエルを愛していると語られ、わたしはあわれみで胸が熱くなっている、と言われ

ています。胸が熱くなっている、כָמַר（カーマル）は、「ヨセフは弟なつかしさに、胸が熱

くなってכָמַר泣きたくなり…」（創世記 43:30）や、実子を二つに切り分けるように言われ

た母親が「自分の子を哀れに思って胸が熱くなりכָמַר」（1 列王記 3:26）と訳されています。

いずれも、込み上げるような迫りくるものを感じさせます。ホセア書における、神のイスラ

エルに対する愛において、新しい一人の人がイェシュアを愛する、とは、愛さずにはいられ

ない、という込み上げるものを伴いながら、イェシュアを愛するようになることだと、考え

ることができます。 

 

 

④ 新しい一人の人が、しもべとなって、イェシュアを愛する 

 

（回復訳）申命記 15 章 12、16－17 節 

15:12 もし、あなたの兄弟であるヘブル人の男あるいは女があなたに売られるなら、その者

は六年あなたに仕えなければならない。しかし七年目には、その者を自由にしなければなら

ない。 

15:16 もし、彼があなたとあなたの家族を愛していてאָהַב、あなたとともにいるのが幸いで

あるので、『わたしはあなたから離れません』と言うなら、 

15:17 あなたは錐を取って、彼の耳を戸に刺し通さなければならない。そうすれば彼は永遠

にあなたのしもべとなる。… 
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へブル人のしもべが、主人のへブル人と、その家族を愛していると、主人とともにいること

が幸いであると考えるようになる、と記されています。また、離れたくない、と言っていま

す。そしてそのヘブル人の永遠のしもべとなることが記されています。イスラエルの王の権

利の一つとして、民は王のしもべとなることが記されています。（1 サムエル 8:17）イェシ

ュアはソロモンにまさる王です。（マタイ 12:42、ルカ 1:32－33）そして、イスラエルの残り

の者も、教会も、神の民とされる（されている）ことが、記されています。（エレミヤ 31:33、

1 ペテロ 2:10、エペソ 2：19）そのため、新しい一人の人は、イェシュアのしもべであると

考えることができます。へブル人のしもべが主人を愛するのと同じように、新しい一人の人

であるイェシュアを愛するしもべは、イェシュアと一緒にいることが幸いであると考え、イ

ェシュアと離れたくないと願い、永遠にイェシュアのしもべとなって仕えるようになるこ

とであると考えることができます。 

 

⑤ 新しい一人の人が、神を知り、イェシュアを愛する 

 

以下に記したみことばは、神を知ることと、愛することは、比例していることを説明してい

ます。 

 

（口語訳）ヨハネの手紙第一 4 章 7－8 節 

4:7 …すべて愛する者は ἀγαπάω ・ אָהַב…神を知っている γινώσκω・יָדַע。 

4:8 愛さない者は、神を知らない。… 

 

パウロは、「今、私は一部分しか知りませんが、その時には…完全に知ることになります。」

と言っています。（1 コリント 13:12）また、イスラエルの残りの者に関しては、新しい契約

を結ばれた後に、「彼らはもはや…隣人に…兄弟に『主を知れ』と言って教えることはない。

…身分の低い者から高い者まで、わたし（神）を知るようになる」と言われています。（エ

レミヤ 31:34）そして、千年王国では、「主を知ることが海をおおう水のように地に満ちる」

と記されています。（イザヤ 11:9）神を知ることと愛することが比例していることを踏まえ

て考えるなら、神を知ることが極まれる千年王国では、新しい一人の人がイェシュアを愛す

ることが極まれる世界であると、考えることができます。 

 

神を知ることにおいて伸びしろがある現代の教会は、それを造られた方 κτίζω・בָרָא イェ

シュアのかたちにしたがって新しくされ続けることが記されおり（コロサイ 3:10、エペソ

2:10）イェシュアを愛することが深まっていく可能性が大いにあります。また、やがて完全

に知るようになることと、やがて完全に愛するようになることを信じて、受け入れるなら、

それが実体化する営みに加わることになります。（ローマ 9:17、へブル 11:1） 
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まとめ 

 

「新しい一人の人」とは、イェシュアによってユダヤ人と異邦人が一つに造り上げられた共

同体であり、教会は、ユダヤ人と異邦人がともに住み、主に仕える千年王国の型であると考

えました。 

 

新しい一人の人とは、王であるイェシュアに心を向けさせられ、その再臨を待ち望む人です。

彼らは主とともに住むことを願い、その麗しさに目を注ぎます。新創造されたこの人は、キ

リストの中にあり、新しい契約によって、また生ける神の御霊によって、心に律法が書き記

されています。御霊による心の割礼を受け、神であり隣人であるイェシュアを愛するように

なります。 

 

この愛は、聖書のみことばを愛し、主を必ず甚だしく求めることです。それは、胸が熱くな

るような込み上げる思いを伴い、主とともにいることを幸いとして永遠に仕えるしもべの

姿です。やがて主を完全に知る時、この愛は極まります。現代の教会も、新しくされつづけ

ることで主を知り、愛を深めていきます。そうして、やがて完全に知るようになることを信

じて受け入れるとき、イェシュアを知ることと、愛することが実体化します。 

 

2026 年 1 月 7 日 石原香織 

 

 


